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日本経営システム学会  第 53 回全国研究発表大会のご案内 

 

会員の皆様には、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。この度、日本経営システム学会第 53

回全国研究発表大会を、平成 26年 10月 18日（土）、19日（日）に愛知工業大学（名古屋自由ヶ丘キャ

ンパス）にて開催の運びとなりました。今回の大会は幾つかの新機軸を盛り込んであります。フリーの統

計処理言語として急速に普及しつつある R言語のチュートリアルを実施するのも新しい試みです。基調講

演内容は、データの多重検定の正確な使用に寄与します。特別講演講師は、死亡率 90％と恐れられるエ

ボラ出血熱の全回流行時にウガンダで治療に当たられた方で、エイズ学会元会長の病理学者です。招待

講演は、スウェーデンの大学での経営教育が主題です。名古屋周辺は、日本のものつくりの拠点であり、

また、信長、秀吉、家康という三英傑ゆかりの土地でもあります。熱田神宮、国宝犬山城、明治期を中

心に重文級の建造物を全国から多数集積した明治村、明治村の世界版ともいうべきリトルワールド、国

内有数の日本美術コレクションで知られる徳川美術館ほか、優れた文化観光スポットも沢山ございます。

前回、同封致しました観光情報パンフレットを参考にものつくり拠点を探訪いただく等、当地の魅力に目

を向けていただけたら幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

 

  記 

 

開 催 日：平成 26年 10月 18日（土）、19日（日） 

開催場所：愛知工業大学 名古屋自由ヶ丘キャンパス 〒464-0044名古屋市千種区自由ヶ丘 2丁目 49-2 

Tel：(052)757-0810(代表) Fax：(052)751-0600 http://www.ait.ac.jp/sisetu/jiyugaoka.html 

連 絡 先：実行委員長 小田哲久（愛知工業大学）   E-Mail：oda@aitech.ac.jp 

後  援：名古屋市 

協  賛：経営情報学会、社会情報学会、情報システム学会、日本オペレーションズ・リサーチ学会、日

本経営工学会、日本経営診断学会、日本情報経営学会、日本知能情報ファジィ学会、愛知中小

企業家同友会、名古屋観光コンベンションビューロー 

統一論題：「経営システム研究におけるデータ解析」 

基調講演：「統計的検定における多重比較に関する一考察」     名古屋大学 教授 古橋 武 氏 

特別講演：「情報科学と物理化学を応用した抗ウィルス薬の開発とデュアルユース問題」 

名古屋市立大学 教授 岡本 尚 氏 

招待講演：Management education in Swedish University 

スウェーデン リンネ大学 准教授 Soniya Billore 氏 

参 加 費：会員 5,000円、学生会員 3,000円、協賛学会員・同学生会員はそれぞれ会員・学生会員と同額、

非会員 6,000円、非会員学生 4,000円、（当日支払は各 1,000円高） 

懇親会費：会員 5,000円、学生 3,000円、協賛学会員 5,000円、非会員 6,000円（当日支払各 1,000円高） 

昼  食：18日（土）、 19 日（日）ともに学内食堂を利用可能です。（営業時間はお昼前後に限られます。

時間外の場合は、駅前スーパーの弁当等をご利用下さい。） 

宿  泊：名古屋市内には名古屋ガーデンパレス（懇親会場）、KKR ホテル名古屋、メルパルク名古屋、

ウィル愛知、アイリス愛知、ルブラ王山等の公的ホテルも多数ありますので各自ご手配下さい。 

参加申込：本 JAMS NEWSに同封の振込用紙または HPの振込み方法を参考にして上記金額をお振込み

ください。期限後に振込みされた方は、当日振込用紙の控えまたはコピーをお持ちください。 

チュートリアル講演：「統計処理言語 Rの入門、Rによるテキストマイニング」 
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        三重大学 准教授 高瀬 晴彦 氏、愛知工業大学 教授 岡崎 一浩 氏 

■チュートリアル講演について：講演は、基礎 1時間・応用 1時間で 1セットとなります。大会プログラ

ムにありますように 18日、19日に,同じ内容で基礎が 3回、応用が 2回開催されます。離れた時間帯を組

み合わせた受講、同一内容の複数回受講も可能です。準備の都合がありますので、53回大会チュートリア

ル申込フォーム http://www.jams-web.jp/wordpress/から 10 月 15 日（水）までに受講申し込みをお願い

します。また、各自、無線 LAN付きの PC（Windows7,8, 8.1, または、MacOS X）を持参下さい。 

■懇親会場： 

ホテル 名古屋ガーデンパレス

（私学共済直営） 

〒460-0003名古屋市中区錦 3丁

目 11-13  TEL：052-957-1022 

http://www.hotelgp-nagoya.com/ 

発表会場から懇親会場への交

通：地下鉄「自由ヶ丘」から名城

線左周りで乗り換え無しで「久屋

大通り」または「栄」下車徒歩 6

分 

■大会会場へのアクセス 

JR 名古屋駅から地下鉄東山線

「本山」で乗り換え，地下鉄名城

線「自由ヶ丘」下車徒歩３分。 

■会場設備について 

全ての発表会場に PC とプロジ

ェクタが設置されていますので、

原則として会場の設備をご利用

下さい。データは USB メモリー

に入れてお持ち下さい。特殊なソ

フトをご使用の場合は、ノート PC をお持ち込みいただくことも可能ですが、コネクタの接続が必要にな

り準備に時間がかかりますので、ご注意下さい。 

■学生発表優秀賞について 

 当学会では、学生セッションの研究発表を審査して優秀な発表には「学生発表優秀賞」を授与していま

す。学生であれば、正会員・学生会員を問わず、学生セッションの研究発表は審査の対象となります。た

だし、下記の点にご留意下さい（もし、ご不明な点がありましたら、学会事務局にお問い合わせ下さい）。 

 ・学生セッションの発表は、原則として正会員（一般的には指導教員）との連名とし、ファースト・オ

ーサーは学生とする。 

 ・学生発表優秀賞の受賞対象者は、ファースト・オーサーの学生のみとする。 

 ・学生セッションの発表原稿は、会員の種別を問わず 2頁とする。 

■学会発表に関する原則について 

 当学会では、研究発表大会をスムーズに運営するために、口頭発表に関して以下に示すような原則（学

会ホームページ http://www.jams-web.jp/information/prerule.html）に従って運営しています。口頭発表

を申し込まれる前にご確認ください。なお、この原則は、大会委員会および大会実行委員会により運用さ

れます。不明な点がございましたら、学会事務局へお問い合わせください。 

１．セッションの種類と発表の資格：一般セッションでは、正会員だけが口頭発表できます。学生セッシ

ョンは、大学院生であれば、正会員・学生会員ともに口頭発表できます。 

２．学生会員の発表条件：学生会員は正会員と連名でなくては、どのセッションでも発表できません。 

３．連名者の資格：研究発表の連名者は、全員会員でなくてはなりません。また、大会当日は、連名者も

大会に参加することを原則とします。 

４．発表件数の制約：同一のファースト・オーサーによる研究発表は、3 件目からは 1 件あたり 5,000 円

を徴収します。 

５．口頭発表者の参加費支払い：口頭発表者は、発表原稿の提出時に参加費を支払うものとします。 

６．参加費の返還について：既納の参加費は、理由のいかんを問わず返還しませんのでご注意ください。 

７．発表のキャンセルと無断欠席：大会直前に発表キャンセルや無断欠席をされた場合には、次回以降の

発表をお断りすることがありますので、十分ご注ください。 
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ニ
オ

ン

　
横

浜
商

科
大

学

バ
ナ

ー
広

告
の

動
き

が
W

e
bサ

イ
ト

の
閲

読
者

に
与

え
る

心
理

的
影

響

荒
川

　
峰

彦

立
川

　
丈

夫

戸
倉

　
貴

史

柳
田

　
義

継

Ｂ
会

場
　

（
一

般
：
２

０
２

）

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

訪
問

介
護

ス
タ

ッ

フ
の

連
携

・
協

働
意

識
分

析
に

関
す

る
一

考
察

招
待

講
演

：
「
M

an
ag

e
m

e
n
t 

e
du

c
at

io
n
 i
n
 S

w
e
di

sh
 U

n
iv

e
rs

it
y」

D
r.
 S

o
n
ija

 B
ill

o
re

　
(A

ss
o
c
ia

te
 p

ro
fe

ss
o
r 

o
f 

L
in

n
ae

u
s 

U
n
iv

e
rs

it
y,

 S
w

e
de

n
)

司
会

：
小

田
　

哲
久

（
愛

知
工

業
大

学
）

＊
愛

知
工

業
大

学

　
愛

知
工

業
大

学

　
愛

知
工

業
大

学

Ｄ
会

場
　

（
一

般
：
２

０
４

）
Ａ

会
場

　
（
一

般
：
２

０
１

）

半
導

体
工

場
の

地
震

被
害

と
対

策
の

評
価

に
関

す
る

研
究

九
州

大
学

に
お

け
る

科
学

技
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

活
動

の
実

態

口
コ

ミ
に

お
け

る
ハ

ロ
ー

効
果

に
関

す
る

研
究

下
林

　
大

造

権
　

善
喜

山
下

　
洋

史

矢
野

　
均

井
坂

　
歩

未

諸
上

　
茂

光

X
u
fe

n
g 

Z
h
ao

Y
an

w
e
n
 L

i

T
e
ts

u
h
is

a 
O

da

Ｃ
会

場
　

（
一

般
：
２

０
３

）
Ｂ

会
場

　
（
一

般
：
２

０
２

）

休
　

　
　

憩

実
行

委
員

長
挨

拶
　

愛
知

工
業

大
学

　
小

田
　

哲
久

会
長

挨
拶

 関
西

学
院

大
学

　
石

井
　

博
昭

休
　

　
　

　
憩

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
に

お
け

る
消

費
者

の
情

報
化

に
関

す
る

考
察

　
-
Ｏ

２
Ｏ

環
境

に
お

け
る

先
進

事
例

を
も

と
に

し
て

-

消
費

者
の

情
報

化
を

活
用

し
た

先
進

事
例

の
技

術

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

戦
略

　
-
Ｏ

２
Ｏ

環
境

に
お

け
る

企

業
の

戦
略

的
含

意
の

導
出

-

為
替

相
場

を
考

慮
し

た
部

品
調

達
経

営
品

質
科

学
研

究
部

会
：
（
学

生
）

3
w

ay
一

対
比

較
デ

ー
タ

の
対

数
最

小
二

乗
分

析
モ

デ
ル

＊
明

治
大

学

　
明

治
大

学

　
明

治
大

学

対
属

性
仮

説
に

基
づ

く
賃

貸
物

件
の

評
価

推
定

モ
デ

ル

統
計

処
理

言
語

R
の

入
門

（
1
回

目
）

R
に

よ
る

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ

（
1
回

目
）

M
in

im
al

 r
e
pa

ir
s 

w
it
h
 w

h
ic

h
e
ve

r 
tr

ig
ge

ri
n
g 

e
ve

n
t 

o
c
c
u
rs

fi
rs

t 
an

d 
la

st

Ｇ
会

場
　

（
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

講
演

：
３

０
９

）

休
　

　
　

　
憩

休
　

　
　

　
憩

＊
名

古
屋

市
立

大
学

組
織

倫
理

の
浸

透
の

検
証

(2
)



－ 4 － 

 

 

時
　

　
間

時
　

　
間

時
間

9:
00

～
9:

30
9:

00
～

9：
20

＊
大

阪
大

学

　
県

立
広

島
大

学
　

大
阪

大
学

田
口

　
雄

基

上
野

　
信

行
奥

原
　

浩
之

三
重

大
学

川
中

 普
晴

＊
福

島
工

業
高

等
専

門
学

校
横

井
　

久
美

子
＊

星
城

大
学

野
村

　
淳

一
＊

中
京

学
院

大
学

淺
井

　
達

雄
＊

加
藤

製
作

所

　
慶

應
義

塾
大

学

小
林

　
延

至

白
坂

　
成

功

9:
20

～
9：

40

9:
30

～
１

0:
00

＊
愛

知
工

業
大

学

　
愛

知
工

業
大

学
　

愛
知

工
業

大
学

大
嶋

　
啓

太
郎

廖
　

姝
慧

小
田

　
哲

久

9:
40

～
10

：0
0

＊
明

星
大

学
谷

井
　

良
＊

桃
山

学
院

大
学

　
香

川
大

学
山

田
　

伊
知

郎
塚

田
　

修
＊

大
阪

国
際

大
学

　
大

阪
国

際
大

学
張

　
弛

石
井

　
康

夫

10
:0

0～
10

:1
0

10
:1

0～
10

:4
0

10
：1

0～
10

：3
0

愛
知

工
業

大
学

岡
崎

　
一

浩

＊
慶

應
義

塾
大

学
　

慶
應

義
塾

大
学

安
田

　
照

湊
　

宣
明

＊
東

京
富

士
大

学
福

山
　

倫
基

＊
大

阪
工

業
大

学
　

大
阪

工
業

大
学

椎
原

　
正

次
水

谷
　

泰
治

10
：3

0～
10

：5
0

10
:4

0～
１

1:
10

＊
東

北
大

学
　

東
北

大
学

M
am

m
et

se
yi

do
v 

R
us

la
n

長
平

　
彰

夫
＊

京
都

工
芸

繊
維

大
学

　
京

都
工

芸
繊

維
大

学
松

村
　

嘉
子

川
北

　
眞

史

10
:5

0～
11

：1
0

＊
東

京
工

業
大

学
　

横
浜

市
立

大
学

藤
　

祐
司

永
松

　
陽

明
＊

千
葉

工
業

大
学

　
千

葉
工

業
大

学

　
千

葉
工

業
大

学

小
野

　
浩

之
白

井
　

裕

原
　

　
洋

平

＊
豊

橋
創

造
大

学
今

井
　

正
文

＊
東

北
大

学
関

　
淳

志
＊

横
浜

商
科

大
学

　
明

治
大

学
諸

上
　

詩
帆

山
下

　
洋

史
＊

京
都

工
芸

繊
維

大
学

　
京

都
工

芸
繊

維
大

学
山

内
　

康
輔

川
北

　
眞

史

11
:1

0～
11

:2
0

11
:2

0～
12

:2
0

12
:2

0～
13

:2
0

時
　

　
間

時
　

　
間

時
間

13
:2

0～
13

:5
0

13
：2

0～
13

：4
0

＊
東

北
大

学
　

東
北

大
学

三
浦

　
亜

耶
長

平
　

彰
夫

＊
大

阪
工

業
大

学
　

大
阪

工
業

大
学

林
　

　
琳

皆
川

　
健

多
郎

三
重

大
学

川
中

 普
晴

＊
早

稲
田

大
学

　
早

稲
田

大
学

和
多

田
淳

三

S
ha

n 
X
u

＊
横

浜
市

立
大

学

　
横

浜
市

立
大

学
　

産
能

大
学

　
東

京
工

業
大

学

永
松

　
陽

明

成
田

　
祐

一
郎

金
野

　
浩

之
藤

　
　

祐
司

＊
首

都
大

学
東

京

　
首

都
大

学
東

京
　

首
都

大
学

東
京

A
hm

ad
 E

ib
o

山
下

　
利

之
笠

松
　

慶
子

＊
明

治
大

学

　
明

治
大

学
　

山
梨

学
院

大
学

山
下

　
洋

史

村
山

　
誠

金
子

　
勝

一

13
：4

0～
14

：0
0

13
:5

0～
14

:2
0

＊
首

都
大

学
東

京
　

首
都

大
学

東
京

戸
張

　
弘

開
沼

　
泰

隆
＊

大
阪

国
際

大
学

　
大

阪
国

際
大

学
堀

岡
　

久
喜

安
高

　
真

一
郎

14
:0

0～
14

：2
0

＊
愛

知
工

業
大

学
　

愛
知

工
業

大
学

　
愛

知
工

業
大

学

山
田

　
洋

巳
宇

佐
美

　
貴

史

小
田

　
哲

久

＊
近

畿
大

学
　

近
畿

大
学

谷
崎

　
隆

士
片

岡
　

隆
之

＊
立

命
館

大
学

　
立

命
館

大
学

前
川

　
知

浩
小

田
　

哲
明

＊
東

海
大

学
　

東
海

大
学

　
東

海
大

学

木
内

　
敦

規
森

山
　

弘
海

水
野

　
浩

孝

＊
気

象
予

報
士

　
明

治
大

学
栗

原
　

剛
山

下
　

洋
史

14
:2

0～
14

:3
0

14
:3

0～
15

:0
0

14
：3

0～
14

：5
0

＊
統

計
数

理
研

究
所

高
橋

　
啓

＊
立

命
館

大
学

田
平

　
由

弘
＊

岡
崎

女
子

短
期

大
学

河
合

　
晋

15
:0

0～
15

:3
0

＊
愛

知
工

業
大

学
　

愛
知

工
業

大
学

　
名

古
屋

産
業

大
学

　
愛

知
工

業
大

学

宇
佐

美
　

貴
史

山
田

　
洋

巳
成

瀬
　

健
一

郎

小
田

　
哲

久

＊
愛

知
工

業
大

学
岡

崎
　

一
浩

＊
愛

知
淑

徳
大

学
　

愛
知

淑
徳

大
学

　
共

愛
学

園
前

橋
国

際
大

学

　
明

治
大

学

鄭
　

年
皓

上
原

　
衛

村
山

　
賢

哉

山
下

　
洋

史

＊
愛

知
淑

徳
大

学
　

愛
知

淑
徳

大
学

福
田

　
紗

也
上

原
　

衛

＊
愛

知
淑

徳
大

学
　

愛
知

淑
徳

大
学

浅
井

  
怜

衣
上

原
　

衛

Ｂ
会

場
　

（一
般

：２
０

２
）

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
少

数
正

社
員

企
業

に
お

け
る

労
働

力
の

ジ
ャ

ス
ト

イ
ン

タ
イ

ム
調

達
と

安
定

確
保

と
の

ト
レ

ー
ド

オ
フ

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
P
D

S
サ

イ
ク

ル
に

対
す

る
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

劣
位

性
と

日
本

に
お

け
る

弱
適

合
性

（学
生

）バ
ッ

ク
オ

ー
ダ

と
順

序
依

存
型

段
取

り
時

間
を

考
慮

し
た

並
列

機
械

多
品

目
容

量
制

約
付

き
ロ

ッ
ト

サ
イ

ズ
決

定
問

題
の

解
法

休
　

　
　

　
憩

組
織

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
視

点
か

ら
み

た
途

上
国

に
お

け
る

技
術

普
及

プ
ロ

セ
ス

ト
ラ

ン
ク

ィ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

注
意

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

注
目

し
た

組
織

メ
ン

バ
ー

の
満

足
度

に
関

す
る

研
究

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
在

庫
低

減
と

負
荷

平
準

化
の

多
品

目
調

和
モ

デ
ル

と
解

の
探

索
法

（学
生

）自
動

車
産

業
に

お
け

る
自

然
災

害
に

対
応

し
た

サ
プ

ラ
イ

・
チ

ェ
ー

ン
・レ

ジ
リ

エ
ン

ス
に

関
す

る
研

究

機
会

損
失

を
含

ん
だ

輸
送

問
題

の
一

考
察

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
の

投
資

に
関

す
る

意
思

決
定

方
法

の
研

究

国
内

外
の

飲
食

品
の

官
能

表
現

の
分

析

10
:1

0～
11

:1
0

Ｇ
会

場
　

（チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
講

演
：３

０
９

）

A
 V

 a
 R

 に
基

づ
く
多

期
間

リ
ス

ク
評

価
尺

度
の

提
案

　
—

内
示

生
産

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

向
上

の
た

め
の

指
標

づ
く
り

—

Ｅ
会

場
　

（一
般

：３
０

１
）

Ｃ
会

場
　

（一
般

：２
０

３
）

G
A

を
用

い
た

ジ
ョ

ブ
シ

ョ
ッ

プ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

リ
ン

グ
に

お
け

る
探

索
能

力
改

善
の

た
め

の
遺

伝
子

操
作

9:
00

～
10

:0
0

村
山

　
誠

山
下

　
洋

史
金

子
　

勝
一

＊
明

治
大

学
　

明
治

大
学

　
明

治
大

学

村
山

　
誠

山
下

　
洋

史
権

　
善

喜

（学
生

）途
絶

リ
ス

ク
に

対
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

・サ
プ

ラ
イ

・チ
ェ

ー
ン

の
解

析

Ｆ
会

場
　

（学
生

：３
０

２
）

（学
生

）A
 C

o
m

pa
ra

ti
ve

 s
tu

dy
 i
n 

20
03

 a
nd

 2
01

4 
re

ga
rd

in
g

F
F
E
 a

ct
iv

it
ie

s 
du

ri
ng

 n
ew

 p
ro

du
ct

 d
ev

el
op

m
en

t 
of

J
ap

an
es

e 
m

an
uf

ac
tu

ri
ng

 c
om

pa
ni

es

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：
地

名
の

都
市

名
思

考
と

県
名

思
考

に
関

す
る

フ
ァ

ジ
ィ

事
象

の
確

率
と

フ
ァ

ジ
ィ

条
件

つ
き

確
率

の
結

合
モ

デ
ル

ゲ
ー

ム
機

市
場

の
動

向
に

関
す

る
研

究

安
倍

 綾
人

柊
　

紫
乃

松
田

 圭
悟

高
橋

 幸
司

Ｇ
会

場
　

（チ
ュ

ー
ト

リ
ア

ル
講

演
：３

０
９

）

＊
東

北
大

学
　

東
北

大
学

M
am

m
et

se
yi

do
v 

R
us

la
n

長
平

　
彰

夫

Ｄ
会

場
　

（一
般

&
学

生
：２

０
４

）

有
価

証
券

届
出

書
に

み
る

新
規

上
場

企
業

の
特

色
に

関
す

る
研

究
　

～
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

を
用

い
て

～

経
営

品
質

科
学

研
究

部
会

：

K
L情

報
量

最
小

化
基

準
に

よ
る

フ
ァ

ジ
ィ

事
象

の
メ
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第 52 回全国研究発表大会の報告 

 

大会実行委員長 石島 隆 

 

日本経営システム学会第 52 回全国研究発表大会が、2014 年 6 月 14 日（土）～15 日（日）、統一論題

「不正・改ざん・偽装に対応するための経営システム」のもとに、法政大学で開催されました。基調講演

として、消費者庁 審議官 河津司氏より「消費者庁と企業コンプライアンス～当たり前を当たり前に～」

と題してご講演をいただき、特別講演として、南富士株式会社 代表取締役社長 杉山定久氏より「中国・

アジア頭脳人財の育成と活用～21 世紀を拓く“イノベーション”と“東アジア”～」、と題したご講演を

いただき、参加者と講演者の間で活発な討論が交わされました。また、統一論題に関する研究発表が 1件、

自由論題に関する研究発表が 63件（うち学生発表 16件）あり、各会場において真剣な質疑および討議が

行われました。 

大会の実参加者は 133名、懇親会参加者は 67名でした。懇親会では、26階のスカイホールから東京ス

カイツリーなどの夜景を楽しんでいただきました。開催校における準備不足等によりご迷惑をお掛けいた

しましたが、大会実行委員各位の適切なアドバイスならびに参加者の皆様のご協力とご寛容により、無事

大会を終えることができました。改めて厚く御礼申し上げます。 

 

平成 26 年度第 1回理事会のまとめ 

 

Ⅰ．開催日時：2014年 6月 14日（土），11時 10分～12時 10分 

Ⅱ．開催場所：法政大学 市ヶ谷キャンパス 新一口坂後者 5 階 501 教室 

Ⅲ．出席者：石井，小田部，小田，塩出，板倉，今井，金子，佐々木桐子，佐藤，鄭，田畑，林，原田，

福井，松岡，毛利，柳田，淺井，石島，石田，稲永，上原，木全，佐々木宏，椎原，中桐，

西口，野々山，深澤，松田，山下，山田   （監事）松丸         （敬称略） 

Ⅳ．審議事項 

１．平成 25 年度第 5 回理事会議事録の確認（毛利）：平成 25 年度第 5回議事録の内容が報告され，原案

の通り承認された． 

２．会員の入退会（毛利）：入退会の状況について説明がなされ，承認された．これにより，正会員 525

名，学生会員 120名となった． 

３．第 35回通常総会議案書について（毛利）：第 35回平成 26年度通常総会議案書が配付され，各議案に

ついて審議し修正した．最終的な修正は，会長と総務委員長に一任されることになった． 

４．第 52 回全国研究発表大会の準備状況について（石島）：第 52 回全国研究発表大会の準備状況につい

て説明がなされ，承認された． 

５．第 53 回全国研究発表大会の準備状況について（小田）：第 53 回全国研究発表大会について準備状況

の説明がなされ，承認された． 

６．役員選出委員長について（石井）：小田部副会長に次期役員選出委員会の委員長を依頼する提案がな

され，承認された． 

Ⅴ．報告事項 

１．評議員会について（石井）：理事会に先立って行われた評議員会について会長より報告がなされた． 

２．九州支部設置について（山田）：九州支部について今秋の設立に向けた準備状況について報告がなさ

れた． 

 

連絡先メールアドレス更新・学会メーリングリスト登録のお願い 

 

 日本経営システム学会では、各種連絡に電子メールを用いております。連絡先メールアドレスに変更が

あった場合は、学会事務局 keieisys@hh.iij4u.or.jp へお知らせください。また、全国研究大会、研究部会

の案内等を会員用メーリングリスト jams-ml@jams-web.jp によりさせていただいております。メーリン

グリストへの登録、メールアドレス変更、配信停止等ありましたら mimai@sozo.ac.jp へお願いします。 
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ヒューマン・リソース研究部会のお知らせ 

 

開催日予定日時：2014年 9月 20日（土） 15：00-17：00 

発 表 予 定 者：「ライン優位組織と準ライン優位組織に関する 3way一対比較データの分析」 

下林 大造（明治大学）・権 善喜（明治大学）・山下 洋史（明治大学） 

「湖内居住島に関する研究」               山下 洋史（明治大学） 

開  催  場  所：日本大学 生産工学部 30号館 5F 小田部研究室 

連絡先（幹事）       ：金子 勝一（山梨学院大学） Tel.055-224-1337 E-mail:shoichi@ygu.ac.jp 

 

入会者リスト       （2014.6.13～2014.9.10） 

 

１．正会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

近藤 高司 愛知工業大学 大学院 山田 伊知郎 桃山学院大学 

荻谷 光晴 東京工科大学 安田 英土 江戸川大学 

水谷 泰治 大阪工業大学   

２．学生会員から正会員へ変更 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

原 洋平 千葉工業大学  大学院 江島 将和 エドコンサルティング(株)  

後藤  智 立命館大学 大学院 栗山  敏 宮城大学 大学院 

村山  誠 明治大学 大学院   

３．学生会員入会者 

氏  名 所  属 氏  名 所  属 

廖 姝慧 愛知工業大学 大学院 Mammetseyidov 

Ruslan 

東北大学 大学院 

井坂 歩未 法政大学  伊藤 博康 筑波大学 大学院 

渡部 友里 法政大学  松村 嘉子 京都工芸繊維大学  

小林 篤功 大阪大学 大学院 林  琳 大阪工業大学 大学院 

安部 綾人 山形大学 大学院 関  淳志 東北大学 大学院 

張  弛 大阪国際大学 大学院 三浦 亜耶 東北大学 大学院 

 

平成 26 年度 年会費納入のお願い 

 

 本学会も、会員の皆様のご支援により順調に発展を遂げております。大変遅くなりましたが、平成 26

年度の年会費の年会費を、郵送にて請求させていただきました。7月 31日（木）までにご入金いただきま

すようお願いしたが、未納入の会員の皆様は早急に入金をお願いします。 

 

正会員年会費 10,000円、学生会員年会費 5,000円（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日） 

振り込み先   郵便振替：00120-1-47940 口座名義：日本経営システム学会 

みずほ銀行：新宿西口支店 普通預金 2158124 口座名義：日本経営システム学会 

 

日本経営システム学会 

住所 〒169-0073 東京都新宿区百人町 1-20-3 バラードハイム 703 

TEL03-3371-5324・FAX03-3371-5185 

E-Mail:keieisys@hh.iij4u.or.jp 


